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第 料 地 域丁業導入促進法指定地覃

国見町都市計画

用途地域図

凡例

市街化区域

乱･ 楝住居･川||地域

第･.稙住居州ll地城

化　 川　 地　 域

ll　i　 地　 域

凖　工　袰 地 域

近 隣 商 賃 地 域

農村地域工業導入促進法が指定さる

人 口 と 世 帯 数

男　　5,849人

女　　6,076人

計　　11,925人

世帯数　2.697

48,10 1 現在

農
村
地
域

工
業
導
入
促
進
法
と
は

こ
の
法
律
は
、
農
村
地
城
へ
の
工
業
の
遠
出

を
積
極
的
に
そ
し
て
計
面
的
に
行
な
い
。
農
業

従
事
者
の
希
望
・
能
力
に
応
じ
、
導
入
さ
れ
る

工
業
に
就
業
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
と
り
、
農

業
構
造
改
粹
を
進
め
る
た
め
の
措
置
を
と
４
こ

と
に
よ
一つ
て
、
農
業
と
工
葉
と
の
均
衡
あ
る
発

展
を
図
り
、
働
く
場
所
の
拡
大
に
役
立
た
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
当
町
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
二

日
付
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
区
域
は
工

業
用
途
地
域

こ
の
法
律
の
適
用
さ
れ
る
区
城
は
、
郁
市
針

画
法
で
定
め
ら
れ
た
工
業
地
城
が
原
則
と
な
っ

て
お
り
、
当
町
は
山
崎
工
葉
地
域
が
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
十
。

譲
渡
に
よ

る

税
金
が
安
く
な
り
ま
す

こ
の
法
律
の
指
定
さ
れ
た
地
城
は
、
工
鳩
用

地
と
し
て
農
用
地
な
ど
を
売
買
し
た
と
き
の
税

金
が
、
指
定
外
の
土
地
の
光
買
の
と
き
の
税
金

よ
り
安
く
な
り
ま
す
っ

‘



１１
月
2
5日
火
災
予
防
週
間

忘
れ
る
な
火
の
お
そ
ろ
し
さ

私
た
ち
は
、
電
気
や
ガ
ス
器
具
か
ら

マ
ッ
チ

ー
ラ
イ
タ
ー
類
ま
で
、
致
限
り

な
い
火
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
た
め

あ
ま
り
に
も
火
に
憐
れ
す
ぎ
て
。
火
の

恩
恵
ば
か
り
で
な
く
、
火
の
お
そ
ろ
し

さ
も
忘
れ
が
ち
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
上
半
期
に
お
け
る
全

国
の
出
火
件
数
は
、
昭
和
四
十
七
年
同

期
よ
り
九
、
六
二
三
件
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
表
の
火
災
の
ほ
と
ん
ど
が
、
火

を
使
う
人
の
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
起
き
て
い
ま
す
。
常
日
ご
ろ
火
に
対

す
る
心
が
ま
え
を
し

っ
か
り
と
持
ち
、

火
災
を
お
さ
え
る
防
火
の
く
ふ
う
・
備

え
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
、
た
ば
こ
の
火
を
完
全
に

消
し
ま
し
た
か
、
風
呂
や
ス
ト
ー
ブ
の

火
は
大
丈
夫
で
す
か
、
た
き
火
の
あ
と

仕
木
は
、
ガ
ス
漏
れ
は
な
い
で
す
か
、

子
供
の
火
避
び
に
注
意
し
て
い
シ
す
か

消
火
器
は
そ
な
え
ま
し
た
か
…

…

ｅ

本
年
の
全
国
火
災
予
防
連
動
の
統

。

標
梧
は
「
隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
、
よ

い
防
さ

で
す
。
火
災
を
防
ぐ
に
は
自

分
一
人
で
は
不
可
能
で
す
。
隣
の
家
も

そ
の
ま
た
隣
の
家
も
み
ん
な
が
協
力
亠

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
城
ぐ
る
み

町
ぐ
る
み
の
防
火
に
対
す
る
逓
帯
を
強

め
ま
し

よ
う
。

公
営
住
宅
水
道
工
事
と

町
道
四
線
の

改
良
工
事
入
札
決
る

大
字
山
崎
地
内
に
建
般
さ
れ
る
公
営

住
宅
の
水
道
工
巾
と
、
町
道
の
改
良
工

事
、
防
峻
棚
工
事
は
左
記
の
と
お
り
入

札

が
決
定
し
ま
し
た
。

記
　
（
）
は
工
事
期
間

ｏ
公
営
住
宅
配
水
管
布
設
工
事
期

（
4
8・
1
0・
1
3
1
4
8
・
1
2・
2
0）

半
沢
水
道
工
業
所
　

。
八
五
万
円

〇
公
営
住
宅
排
水
工
事

｛
4
8・
1
0・
1
3～
4
9・
２
・
2
8｝

第
一一
工
区
国
見
水
道
工
業
所
三
五
万
円

第
二
工
区
実
沢
設
備
工
業
所
三
五
万
円

第
三
工
区
商
野
電
訊
設
備
部
三
瓦
万
円

第
四
工
区
国
兇
設
爾
　
　

。こ
五
万
円

ｏ

北
古
舘
団
地
内
道
路
改
良
工
事

（
4
8・
1
0・
1
6？
4
9・
１
・
1
5）

八
巻
建
設
　
　
　

一
九
八
万
円

ｏ

大
木
戸
地
内
町
道
防
縵
柵
ｒ

事

（
4
8・
1
0・
脯
～
4
8・
1
2・
1
5）

八
巻
建
設
　
　
　

五
六
万
円

ｏ

内
谷
束
地
内
外
二
件
町
道
改
良
工
事

（
4
8・
1
0・
1
6～
4
8・
1
2・
1
5）

㈱
多
田
建
設
　
二
九
丘
万
円

議会だより

九
月
定
例
会

昭
和
四
十
八
年
第
四
回
国

見
町
議
会
定
例
会
は
九
月
二

十
日
招
集
さ
れ
会
期
を
六
日

間
と
決
め
九
月
二
十
五
日
閉

会
し
た
。

初
日
は
軟
青
蚤
員
任
命
に
対
す
る
同

意
、
工
事
請
負
契
約
等
、
四
議
案
の
質

疑
採
決
の
後
．、
「
農
村
地
域
工
業
導
入

審
議
喰
凍
例
の
制
定
」
昭
和
四
十
七
年

度
淤
算
、
昭
和
四
十
八
年
度
補
正
予
算

等
、
十
八
件
の
議
案
一
括
上
程
の
提
案

理
由
、
並
び
に
内
容
の
説
明
を
受
け
た

後
、
陳
情
二
吽
を
受
理
、
内
容
審
変
の

《
審
議
中
の
議
会
》

た
め
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

休
会
。

二
日
目
は
議
案
審
査
の
た
め
休
会
。

三
日
目
は
、
一
般
質
問
、
通
告
に
よ
り

六
名
の
議
員
か
ら
、
農
政
、
建
設
、
福

祉
、
軟
膏
行
政
等
に
対
す
る
脂
問
胆
点

に
つ
い
て
十
五
件
に
の
ぽ
る
活
発
な
る

質
問
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
対
じ
町
長

は
じ
め
関
係
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
し

た
。三

日
、
四
日
目
は
日
曜
祝
日
の
た
め

休
会
、
五
日
目
は
、
初
日
に
一
括
提
案

説
明
を
受
け
て
い
た
十
八
議
案
に
つ
い

て
活
発
な
る
質
疑
の
後
、
昭
和
四
十
七

年
度
国
見
町
一
般
会
針
決
算
（
歳
出
決

算
額
六
億
円
千
八
百
十
四

万
六
千
円

）
は
じ
め
昭
和

四
十
八
年
度
国
兄
町
一
般

会
針
補
正
予
算
（
補
正
後

六
億
八
千
八
百
四
十
一
万

円
‘
は
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。

ま
た
、
委
貝
会
に
付
託

し
た
陳
情
二
件
は
継
続
審

重
と
し
、
最
後
に
議
員
提

出
で
「
は
場
整
備
事
豪
の

通
年
施
行
の
た
め
の
休
耕

に
対
す
る
補
償
措
置
の
確

立
に
閧
す
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
こ
の
意
見
書

を
。
中
央
行
政
官
庁
に
提

出
す
る
こ
と
に
可
決
さ
れ

た
。

火 災 概 要 昭和４８年６ 月３０日現在

全　　　国

福　島　県

伊　達　郡

国　見　町

出火 件数

41.881

687

38

1

死　　 者

966

21

1

0

負 傷 者

5 .2

118

0

0

損 害 額
ｆ円4  8.

975 .433

30 .012

947



グラフでみる 決算状況昭和47年度
一 般 会 計

町税負担の状況性質別にみた歳出状況

神 別 会lt 決 薑 単位千円

公　　 針　　　名 � 決 算 舗
貝 Ⅲ 簡 易 水 道 � １５　２６９

国 民 健 康 保 険 � １５４．２２５
山　 畏　 青　 萸 � ９０８

公営企裏｛水道事裏丿会計決算 単位千円

Ｉ世帯当り歳出 �2  4 0 . 9 4 6円

１人当り歳出 �5  4 . 2 7 4円

収　 益　 的 収　 人 2 5.141
支　 出 ２２，５４３

資　 本　 的 収　 人 9 9. 0 0 0

支　 出 16，571



町

道

石

山

線

改
良
工
事
着
手
な
る

町
道
石
山
線
は
、
大
字
山
崎
字
下
川

前
を
起
点
に
大
字
石
毋
田
字
樋
口
を
終

点
と
し
た
延
艮
二
。
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
現
在
帽
貝
三
・
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路

で
あ
る
が
、
石
毋
田
及
び
山
崎
水
門
地

区
の
通
勤
・
通
学
に
利
用
さ
れ
る
主
要

道
路
で
あ
り
ま
す

。

こ
の
道
路
を
東
北
新
幹
線
の
蔵
王
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
土
砂
を
搬
出
す
る
目
的

か
ら
、
仙
台
新
幹
線
工
事
局
よ
り
町
当

局
に
坩
し
、
工
事
用
皐
輌
の
通
行
を
紹

め
て
ほ
し
い
と
申
入
れ
が
あ
っ
た
の
で

地
域
住
民
の
安
全
対
策
、
映
写
の
被
害

対
策
等
を
協
議
検
討
し
た
結
緊
、
現
退

幅
貫
を
六
・
五

メ
ー
ト
ル
に
虻
幅
し
て

安
全
万
’交

通
を
確
保
し
、
更
に
防
塵
処

理
と
し
て
簡
易
舗
装
を
す
る
こ
と
に
協

議
が
成
立
し
ま
し
た
。

沿
線
閥
係
地

権
者

の
方
々

と

拡

幅
用
地
の

買

収

等
に
つ

い
て

話
合

っ
た
処
、

特
段
の
御

理
解

と
御
協
力
、を
哨

き

。
今
回

全
地

権
者
’の
方
と
契

約

調
印
を
完

了

し

ま
し
た

の
で

十
月

二
十
二

日

こ
の

道
路
を
萌

負

っ
た
株
式

会

社

奥
村
組

が
地

旗

祭
４

行

な

い

ま
し
た

。

関
係
地

権
者

の
絶
大

な
る
御

協

力

に
感
謝
す

る
と
共

に
、
工

事
の
早

期
完
成

を

望
み

ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
地
域
の
方
々

に
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ぉ
願
い
致
し
ま
す
。

土
地
改
良
区
臨
事
総
代
会

理
事
長
に

宍
戸
武
雄

氏
選
出

今
回
の
土
地
改
良
区
総
代
八
選
挙
に

お
い
て
当
選
さ
れ
た
、
析
総
代
緘
の
臨

時
総
代
会
が
、
十
月
一
こ
日
午
前
十
一
時

三
〇
分
よ
り
役
場
会
議
窒
に
お
い
て
関

ら
か
れ
、
理
事
・・
監
事
の
新
役
員
を
選

出
、
た
だ
ち
に
理
事
畏
の
互
選
に
は
い

り
、
前
回
に
引
き
続
き
宍
戸
武
雄
氏
を

選
出
し
た
。

斬
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す

理
事

第
一
区

後
藤
長
之
助

第
二
区

吉
田
勝
由
　
・
菊
地
忠
顕

第
三
区

宍
戸
武
雄
　
・
村
上
太
一

第
四
区

遠
藤
喜
平
　
・
阿
部
　
強

第
五
区

玉
手
寿
朗

似
外
　

佐
藤
荐
右
工
門

監
事

菅
野
正
明
・
菊
地
唯
七
・
木
村
二
良

ハ
ン
タ
ー
は

事

故
に
細

心
の
注

意
を
・

（
。ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
待
ち
遠
し
か

っ
た
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
野

山
を
獲
物
を
追
っ
て
歩
く
の
は
実
に
健

康
的
で
す
が
、
最
近
の
狩
猟
ブ
ー
ム
に

よ
り
（

ン
タ
ー
が
増
え
、
一
人
当
り
の

狩
猟
画
禎
密
度
ぼ
高
く
な
り
、
事
故
の

増
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
警
本
郎
防
犯
課
で
は
、
次
の
よ
う

な
安
全
六
則
を
つ
く
り
、
（

ン
タ
ー
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①
矢
先
の
安
全
硫
認
。

②
発
射
す
る
時
以
外
は
実
包
は
棘
て
ん

し
な
い
。

③
グ
ル
ー
プ
狩
猟
は
同
行
者
の
行
助
に

注
意
す
る
。

④
銃
の
携
帯
／
連
搬
時
や
休
憩
の
時
は

弾
を
抜
く
。

⑤
水
平
撃
ち
の
禁
止
。

⑥
発
射
時
以
外
は
引
き
金
に
手
を
触
れ

な
い
。

（

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
獲
物
に
夢
中

に
な
り
事
故
等
の
な
い
よ
う
、
細
心
の

注
意
を
し
て
狩
猟
を
お
楽
し
み
べ
だ
さ

『
は
が
き
』
で
消
火
器
を
あ
て
よ
う

あ
な
た
は
本
年
の

防
火
標
語
を
知
っ
て
い
ま
す
か

福
島
県
と
福
鳥
県
消
防
協
会
が
共
催

で
、
本
年
の
全
国
火
災
予
防
連
動
の
統

一
標
語
を
広
く
県
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
か
ら
、
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ

さ
い
。

①
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
昭
和

四
十
八
年
度
全
国
火
災
予
防
運
助
統
一

標
晒
と
、
郵
便
番
号
‐
・
住
所
・
氏
名
・

罕
令
・
職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

②
あ
て
先
　

〒
９
６
０

福
鳥
市
中
町

五
Ｉ
ニ

ー
福
島
県
消
防
会
館

懸
賞
係

②
し
め
き
り
　
十
二
月
五
日

④
ｔ

品

消
火
器
　
正
答
者
六
〇
名

・
正
答
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
し
ま
す

｛
写
真
は
工
事
の
安
全
と

早
期
完
成
を
祈
願
す
る
佐
葎
町
長

｝

昭
和
四

十

八
年

度

町
の
表
彰
者
決

る

国
兄
町
表
彰
規
定
に
よ
る
昭
和
四
卜

八
年
度
の
町
表
彫
者
が
決
り
。
十
一
月

三
日
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
午
前

卜
時
よ
叺
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

功
　
労
　

表
　
彰

松

浦
金

．
氏

以
卜

．
．冫

町
観
光

開
発

資
金

に
ａ

万

円
を
寄

附

渡
辺
　

等
氏
　
町

戰
員
二
十
年
動
衄

佐
藤
ト
ヨ
子
氏

町
職
員
二
十
年
勤
鑓

善
　
行
　

表
　
彰

遠
藤
　
巌
氏

六
卜
四
才

納
税
組
合
畏

ト

ー
年
勤
続

徳
江
　
登
氏

二
十
三
才

人
命
救
助



交

通

安

全

に

功

績

緑
十
字
銅
章
受
賞
　
佐
藤
新
七
・
後
藤
清
の
両
氏

交
通
安
全
に
永
年
つ
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
徳
江
の
佐
藤
新
七
・
鳥

取
の
後
藤
搆
の
両
氏
に
、
十
月
一
日
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
よ
り
交
通
栄
誉

暸
十
字
銅
賞
が
贈
ら
れ
ヽ

十
月
十
五
日
桑
折
９
寮
署
に
お
い
て
、
安
細
喜
太
郎

交
通
安
全
協
会
桑
折
支
黹
長
よ
り
伝
達
さ
わ
ま
し
た
．

佐
藤
氏
は
十
六
年
間
交
通
安
全
協
会
森
江
野
部
会
運
転
者
会
長
・
桑
折
副
支

郎
長
を
務
め
．
そ
の
間
県
北
中
前
の
交
通
事
故
犠
性
者
慰
霊
塔
の
建
立
、
カ
．‘

フ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
交
通
安
全
上
の
障
害
物
の
除
去
に
率
先
参
加
、
交
通
違
反

監
視
員
と
し
て
警
察
に
協
力
な
ど
の
交
通
功
労
者
と
し
て
．
後
藤
氏
は
二
十
年

聞
交
通
安
全
協
会
小
坂
副
部
会
長
・
同
部
会
長
を
務
め
．
そ
の
間
連
転
者
と
し

て
交
通
安
全
に
つ
く
さ
れ
た
優
良
運
転
古
と
し
て
同
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

み
な
さ
ん
の
相
談
役
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

人
権
擁
護
委
員
　
佐
驛
善
次
郎

今
般
私
儀
去
る
九
月
十
五
日
付
を
も

っ
て
。
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
顧
み

ま
す
と
、
昭
和
三
十
五
年
’に
委
嘱
を
う

け
ま
し
て
か
ら
、
任
期
毎
に
回
を
重
ね

て
今
日
に
至
っ
た
わ
け
で
す
が
、
最
初

に
就
任
し
た
当
時
は
、
家
庭
の
問
題
が

そ
の
大
部
分
を
召
め
て
お
っ
た
わ
け
で

す
が
、
今
日
で
は
公
害
に
関
す
る
問
題

が
、
非
常
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
の
移
り
か
わ
り
を
そ
の
ま
ま
相
談
事

に
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

世
の
中
の
人
間
関
係
が
複
雑
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
。
問
題
が
広
域
化
し
、
多
様

化
し
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た

悶
一

の
中
で
、
基
本
的
人
権
の
侵
犯
事

件
も
決
し
て
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

故
意
に
犯
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ

う
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ら
に
、
犯

さ
れ
る
桔
果
に
な
る
こ
と
も
あ
る
わ
け

で
す
。
大
は
大
企
業
の
か
も
し
出
す
公

害
問
題
か
ら
、
小
は
犬
猫
に
関
す
る
問

題
ま
で
、
数
多
く
発
生
す
る
わ
け
で
す

が
、
そ
う
し
た
問
題
の
根
本
は
、
や
は

り
お
互
い
に
対
ｆ
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
だ
け
の
、
寛
容
の
心
が
な
い
と
な

か
な
か
解
決
の
方
途
に
は
向
か
わ
な
い

こ
と
も
過
去
の
体
験
で
知
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
各
自
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い

る
人
間
性
を
引
き
出
す
役
目
を
す
る
の

が
私
ど
も
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

と
に
角

身
を
惜
し
ま
ず
、
自
己
の
職

分
を
果
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
一
切
無
料
で
秘
密
を
守
り
、

親
身
に
な
つ
て
む
世
話
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
国
兄
町
の
人
権
擁
綬
委
員

は
、
私
の
外
に
早
田
盛
さ
ん
も
そ
う
で

す
心
で
、
心
お
き
な
く
御
相
談
下
さ
い

凛
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し

ょ
う

水
道
の
冬
じ
た
く
は
早
目
に

み
の
り
の
秋
も
終
り
に
近
づ
き
、
朝

夕
な
ど
は
、
か
な
り
冷
え
こ
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
お
宅
の
水
道
管
の
冬
仕

度
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。

気
温
が
零
下
四
度
Ｃ
以
下
に
な
る
と

水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
し
ま
す
。
と
く

に
多
い
の
は
。
北
風
の
あ

た
る
よ
う
な
所
で
す
。
こ

の
よ
う
な
所
の
冬
じ
た
く

は
、
早
め
に
し
ま
し

よ
う

水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

呪
水
拔
栓
を
取
付
け
管
理

し
、
と
く
に
お
や
す
み
肋

に
水
を
抜
く
。

②
立
上
り
管
や
蛇
口
の
部

分
を
保
温
機
で
防
寒
す
る
。

無
料
法
律

相
談
所
開
設

交
通
事
故
・
借
地
借
家

事
族
関
係
な
ど
で
お
困
り

の
方
の
た
め
に
、
無
料
法

律
相
談
所
が
閧
ら
か
れ
ま

す
。一

切
秘
密
を
守
り
、
親

身
に
な
っ
て
ご
相
談
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
出
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所

Ｏ
日
時

十
一
月
二
十
一

日

午
前
一
ぺ
）
時
～
午

後
三
時

Ｏ
場
所
　
町
民
福
祉
セ
ン

Ｏ
相
談
内
容

交
通
事
故

借
地
借
家
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
・
そ

の
他
人
権
相
破

○
担
当
者
　
法
務
局
職
輿
・
弁
霞
士
・

人
惟
擁
護
委
員

民
事
・
家
事
調
停
相
談
会

Ｏ
日
時

十
一
月
二
十
六
日

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

Ｏ
場
所
　
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｏ
相
談
内
容

家
事
関
係
：
：

離
婚
・
戚
子
・
兄
弟

・
扶
養
・
相
続

こ
戸
霜
な
ど
家
庭
内

・
親
族
間
の
問
題
な
ど
す
ぺ
て
に
つ

い
て
。

民
事
関
係
：
：

金
銭
の
貨
借
・
土
地

・
章
屋
・
農
地
・
交
通
事
故
・
狽
害

賠
償
な
ど
民
事
関
係
す
べ
て
に
つ
い

て
Ｏ
担
当
者
　
調
停
委
員
・
裁
判
所
職
員



お

知

ら

せ

の
ペ
ー
ジ

「
健

康

相

談

」

各
郎
落
ご
と
に
血
圧
測
定
・
保
健
指

導
・
そ
の
他
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を

町
保
健
婦
が
行
な
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
等
は
保
健
係
よ
り
か
い
ら
ん
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種

今
月
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
が
十
五
才
以
上
の
希
望
者
の
方
に

あ
り
ま
ｆ
。
料
金
は
一
回
に
つ
い
て

二
〇
〇
円
で
、
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。希

望
者
は
、
住
民
課
保
険
係
へ
申
込

み
く
芦一
さ
い
。

第
一
回
　

第
二
回

場
所

一
二
日
　
二
〇
日
　
西
大
枝
梟
会
所

一
九
日
　
二
六
日

森
江
野
小
学
校

二
〇
日
　
二
七
日

大
木
戸
小
学
校

二
一
日
　
二
八
日
　
小
　
坂
小
幸
校

二
二
日
　
二
九
日
　
籘
　
田
亟
蓼
咬

○
時
間
は
各
地
区
と
も
午
後
一
時
一
五

分
よ
り
一
時
四
五
分
ま
で

献

血
車
来
町
　

１１

月
８
日

献
血
友
の
会
々
員
の
皆
さ
ん
、
又
、
加

入
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
献
血
に
ご
協

力
下

ざ
い
。
申
込
み
は
1
1月
７
百

ま
で

役
場
保
健
係
へ
。
有
線
四
一
六
一

「

国

民

年

金

」

年
金
額
の
大
幅
引
上
げ

自
動
ス
ラ

イ
ド
制
導
入
決
る

九
月
十
八
日
の
衆
議
捫
本
会
眼
で
、

拠
出
年
金
の
大
幅
引
上
げ
、
谷
間
の
老

人
の
救
済
、
自
動
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

、
福
祉
年
金
の
諸
改
荐
等
を
盛
込
ん
だ

国
民
年
金
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
。
次
の
と

お
り
で
す
。

拠
出
年
金
の
引
上
げ

昭
和
四
十
九
年
一
月
か
ら
実
施

一
、
老
令
年
金

現
行
月
額
　
　
　
　
　

改
正
月
額

定
額
部
分
一
万
円
　
　

二
万
円

附
加
部
分
四
千
五
百
円

五
千
円

附
加
年
金
を
含
め
二
十
五
年
加
入
し

納
付
し
た
と
き
、
夫
婦
で
月
額
五
万
円

に
な
り
ま
す
．

二
、
十
年
年
金

現
行
月
五
千
円
改
正
一
万
二
千
五
百
円

三
、
五
年
年
金
（
五
十
年
二
月
実
施
）

現
行
月
額
二
千
五
百
円
改
正
八
千
円

四
、
陣
害
年
金

現
行
月
額
八
千
八
百
円
改
正
二
万
円

五
．
母
子
年
金

現
行
月
額
八
千
四
百
円
改
正
二
万
円

六
．
老
令
特
別
給
付
金

創
設
月
額
四
千
円

こ
れ
ら
の
年
金
額
は
自
助
ス
ラ
イ
ド

制
か
導
入
さ
れ
て
い
・
！
・
め
、
全
国
消

貧
者
物
価
指
数
が
五
％
を
こ
え
て
変
動

す
れ
ば
。
そ
の
乖
で
小
命
額
は
自
動
的

に
改
定
さ
れ
ま
Ｉ
。

福
祉
年
金
の
引
上
げ

昭
和
四
十
八
年
十
月
か
ら
実
施

老
令
・
陣
害
・
母
子
の
各
福
祉
年
金

額
も
引
上
げ
ら
れ
、
昭
和
四
十
八
年
十

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

改
正
さ
わ

た
年
命
額
は
受
給
者
の
証
書
に
紀
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
も
あ
が
り
ま
す

年
金
額
の
引
上
げ
に
と
も
な
い
、
保

険
料
も
四
十
九
年
一
川
分
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。

一
定
額
ほ
険
料

現
行
瓦
百
．Ｅａ
卜
川
改
定
九
百
円

二
所
得
比
例
傑
険
料
日
額

現
行
三
Ｊ白
五
十
川
改
定
四
百
円

赤
色
の
受
給
者
証
は
無
効
で

す

老
人
医
療
費
受
給
者
証

七
川
一
日
よ
り
、
老
人
医
療
費
受
給

者
証
が
腐
色
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
以

的
に
発
行
し
ま
し
た
赤
色
の
受
給
古
証

は
、
無
効
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
医

療
鴣
関
に
か
か
る
と
き
は
。
必
ず
訝
色

の
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
次
の
よ
う
な
方
は
、
役
場
住
民

課
柚
祉
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
、
ま
だ
赤
色
の
受
給
者
証
を
持

っ
て

い
る
方
は
お
返
し
く
だ
さ
い
Ｉ

二
、
青
色
の
受
給
者
証
を
も
ら

っ
て
い

な
い
方
は
、
至
急
い
ん
か
ん
と
被
保
険

者

証
を

持

参

し
申

請

し
て
下

さ

い
。

三

、
受
給
夬
‥
が
、
国

民
健

康
休
険
や
朴

会
保
険

等
の

加
人

に
変
動

が
あ

っ
た
ｍ一

合
は

、
受
給
者

番
号

が
変
り

ま
す
の

や

披
保
険

者
証
を

持
参

し
て

お
川

け
く
だ

さ

い
。あ

な
た
の
家
族
関
係
は

戸
籍
で
証
明
さ
れ
ま
す

相
続
の
場
合
や
各
種
の
年
金
の
受
給

を
う
け
る
場
合
な
ど
に
は
、
家
族
関
係

を
証
明
す
る
資
ね
と
し
て
、
戸
籍
が
重

要
な
役
調
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
人
学
、
就
職
、
各
柵
の
取
引
な

ど
を
す
る
場
合
に
も
、
戸
籍
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

明
る
い
町
づ
く
り
に

防
犯
灯
寄
畑

東
北
電
力

東
北
電
力
で
は
、
十
一
月
五
川
よ
り

十
四
川
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
句
間
に
あ
た

り
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
と
町

に
防
犯
灯
を
５
個
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
各
地
城
に
設
置
し
ま
し
た
の

で
よ
ろ
し
く
お
閥
い
し
ま
す
。

な
お
褫

齔
の
防
犯
灯
ｙ
”
｀
球
の
な

い
も
の
や
故
陣
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

増
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
め
で

と
う
ご

ざ
い
ま
す

出
生

敬
称
略
す

．
’ど
も
のｇ

父
の
氏
名
　
　

部

落

由
里
子
　

佐
藤
寓
三
郎
　

藤
　
田

芳
　
明
　

鳥
橋

守
雄
　

塚
野
目

祐
　
一
　
　

菊
地
　

洋
　

山
　
崎

志
弁
子
　

佐
藤

栄
寿
　

泉
　
田

真
市
郎
　

大
波
　

健
　

徳
　
江

正

泰
　

遠
藤
　
久
幸
　

森

山

智

子
　

佐
久
間
利
僧
　

藤
　
田

明
　
笑
　

宍
戸
　
昭
一
　
　

石
毋
田

マ
リ
カ
　

瀬
戸
　
健
児
　

藤
　
田

恭

子
　

佐
藤

富
泊
　
　

々

’綫
　
子
　

吉
田
　
儀
一
　
　

森
　
山

亜
希
子
　

玉
木

実
彦
　

藤
　
田

千

秋
　

八
巻

竹
治
　
　

・

お
悔
み
申
し
上
げ
ま

す

死
亡
　
敬
称
略
す

氏
　
　

名
　

年
令
　

部

落

佐
久
間
ヨ
ネ
　
7
9
　

壕
野
目

鈴
木

ト
ク
　
7
0
　

川

内

片
平
　
丑
藏
　
7
2
　

内

谷

渋
谷

定
雄
　
2
2
　

光
明
寺

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税

第

四

期
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